
 

平成２６年第２回芸北広域環境施設組合議会定例会会議録 

招 集 年 月 日 平成２６年１２月２５日 

招 集 の 場 所 広島県山県郡北広島町有田 1234番地 北広島町役場４階 委員会室 

議 長 山 本  優 

開閉会日時及び宣告 
開 会 平成２６年１２月２５日 午前１０時００分 

閉 会 平成２６年１２月２５日 午前１１時４０分 

 

○ 出席を示す 

△ 欠席を示す 

× 不応招を示す 

□ 公務欠席を示す 

議席 氏   名 出欠 議席 氏   名 出欠 

１ 宍 戸 邦 夫 ○ ５ 中 田 節 雄 ○ 

２ 大 下 正 幸 ○ ６ 加 計 雅 章 ○ 

３ 秋 田  雅 朝 ○ ７ 石 飛 慶 久 ○ 

４ 藤 井 勝 丸 ○ ８ 山 本  優 ○ 

会議録署名議員  １番  宍 戸 邦 夫     ２番  大 下 正 幸 

地方自治法第 121 条
の規定による説明のた
め出席した者の職氏名 

管 理 者 箕 野 博 司 事務局長 児 玉 一 朗 

副管理者 浜 田 一 義 所  長 村 田 浩 章 

監査委員 木 原 張 登   

議 事 日 程  別紙のとおり 

会議に付した事件 議案第５号 
平成２５年度芸北広域環境施設組合歳入歳出決算認
定について 
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それでは、皆さん、おはようございます。副議長の加計でござ

います。 

このたび、塚本近議会議員、議長の辞職により、現在、議長が

欠員となっております。地方自治法第106条第1項の規定によりま

して、議長が選任されるまでの間、議長の職務を行います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

ただ今の出席議員は、8名であります。定足数に達しております

ので、これより平成26年第2回芸北広域環境施設組合議会定例会を

開会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであり

ます。 

 日程第１、「仮議席の指定」を行います。 

 新たに本組合議会議員に選任された議員の仮議席を指定いたし

ます。仮議席として、ただいま、ご着席の議席を指定いたします。 

日程第２、「議長の選挙」を行います。 

 お諮りします。 

選挙の方法については、地方自治法第 118 条第 2 項の規定によ

って副議長より指名推選にしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

【「異議なし」と言う者あり】 

御異議なしと認めます。 

したがって選挙の方法は、副議長による指名推選によることに

決定をいたしました。 

ここで暫時休憩といたします。 

【暫時休憩中】 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 先ほどの議長については、山本 優 君を指名いたします。 

 お諮りします。 

ただ今、副議長において指名しました山本 優 君を議長の当選

人と定めることに御異議ありませんか。 

【「異議なし」と言う者あり】 

 異議なしと認めます。 

したがって、ただ今指名しました山本 優 君が議長に当選され

ました。 

会議規則第 33条第 2項による当選の告知をいたします。 
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議  長 

議長に山本 優 君。 

山本 優 君、議長当選の承諾及び御挨拶を自席にてお願いいた

します。 

安芸高田市の山本でございます。この度は、議長という職を指

名していただきまして、責任の重さもありますが、しっかりとや

っていきたいと思いますので、どうかよろしくお願いいたします。 

山本議長、議長席にお着き願います。 

議長と交代します。 

皆様のご協力誠にありがとうございました。 

 日程第３、「議席の指定」を行います。 

議席は会議規則第４条第２項の規定によって、ただ今の着席の

とおり指定いたします。 

日程第４、「会議録署名議員の指名」を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第127条の規定により、議長

において、1番 宍戸 邦夫君 及び 2番 大下 正幸君を指名い

たします。 

 日程第５、「会期の決定について」を議題といたします。 

本定例会の運営については、過日、議会運営委員会を開き、ご

協議いただいておりますので、その結果について議会運営副委員

長、中田 節雄君の報告を求めます。自席で、御報告をお願いいた

します。 

議長。 

 はい、中田君。 

おはようございます。 

ただいま、委員長が欠員となっておりますので、副委員長の私

の方から、議会運営委員会の御報告をさせていただきます。 

本日招集されました平成26年第2回定例会の運営につきまして、

去る12月5日に議会運営委員会を開催いたしました。 

本定例会への提出議案は、1件でございまして、事務局から議案

の説明を受け、協議をいたしました結果、会期につきましては、

本日１日限りということに決定させていただきました。 

議案の内容につきましては、お手許に配布してあります提出議

案書のとおりでございます。 

以上、議員の皆様の御賛同と御協力をよろしくお願いいたしま

して、報告とさせていただきます。 

お諮りいたします。 
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議 長 

ただ今の副委員長の報告のとおり、会期は本日１日限りとする

ことに御異議ありませんか。 

【「異議なし」と言う者あり】 

異議なしと認めます。よって会期は本日１日間と決定いたしま

した。 

日程第６、「諸般の報告」をいたします。 

議長報告をいたします。 

前回の本組合議会以降、安芸高田市市議会構成の変更により、

本組合議会議員に異動がありました。 

引き続き選任された７番 石飛 慶久君、新たに選任された３番 

秋田 雅朝君、そして私、山本 優でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

尚、辞職された議員は、塚本 近君、青原 敏治君であります。 

以上で、議長報告を終わります。 

ここで暫時休憩とします。 

【暫時休憩中】 

休憩を終わり、再開いたします。 

以上で諸般の報告を終わります。 

 日程第７、「議会運営委員の選任」を行います。 

 お諮りいたします。 

組合議会議員の交代に伴い、ただ今議会運営委員が１名欠員と

なっております。 

ここで暫時休憩といたします。 

【暫時休憩中】 

休憩を終わり再開いたします。 

議会運営委員の選任については、委員会条例第４条第１項の規

定により、議長において議会運営委員に７番 石飛 慶久君を指名

したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

【「異議なし」と言う者あり】 

 異議なしと認めます。 

したがって、ただいま指名しました石飛 慶久君を議会運営委員

に選任することに決定しました。 

ここで暫時休憩といたします。 

【暫時休憩中】 

それでは、休憩を終わり再開いたします。 



 

事  項 発 言 者 発  言  の  要  旨 

 

 

 

 

 

 

日程第８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議会運営委員長 

 

議 長 

 

 

 

管 理 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

事務局長 

議会運営委員会の委員長が決まりましたので、御報告いたしま

す。委員長、大下 正幸君であります。 

この際、議会運営委員会委員長から、就任の御挨拶をお願いい

たします。 

美土里町の大下でございますが、皆様の協力を得まして、職務

を遂行したいと思っております。よろしくお願いします。 

日程第８、議案第5号「平成25年度芸北広域環境施設組合歳入歳

出決算認定について」を議題といたします。この際、議案の朗読

を省略いたします。提案理由の説明を求めます。 

管理者 箕野博司君。 

はい。皆さん、おはようございます。 

提案理由の説明でございますが、その前に一言、御挨拶を申し

上げます。 

本年も残りわずか一週間ということになってまいりましたが、

議員各位におかれましては、年末お忙しい中、本日の組合議会に

御出席をいただきまして、厚く御礼申し上げます。 

先ほど御紹介がございましたが、安芸高田市議会構成の変更に

より、議長さんをはじめ、新しい議員さんをお迎えをいたしまし

て、この組合議会を運営していただくことになります。執行部と

いたしましては、車の両輪のごとく、議員の皆様方と協議をしな

がら、決めてまいりたいと思いますので、適切な御指導、御協力

を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、提案理由の説明をさせていただきます。 

議案第５号でございますが、地方自治法 第 292 条において準

用する同法第 233条 第 3項の規定によりまして、平成 25年度芸

北広域環境施設組合一般会計歳入歳出決算の認定をお願いするも

のでございます。 

歳入の決算額は、585,691,284円で、歳出の方は、538,447,911

円でございまして、差し引き残額は、47,243,373円となっており

ます。 

尚、この残額のうち、39,000,000円を繰越金として、26年度

予算に充当しております。 

詳細につきましては、事務局からご説明申し上げますので、よ

ろしく御審議の程、お願い申し上げます。 

詳細について、事務局に説明を求めます。事務局。 

はい。それでは、事務局の方から御説明させていただきます。 
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議案第 5号の平成 25年度の歳入歳出決算認定についてでござい

ますが、資料といたしまして、一般会計決算認定資料、それから

一般会計歳入歳出決算書、それから行政報告の 3 冊を配付させて

いただいております。ございますでしょうか？ 

では、まず、決算認定資料の方からご説明いたします。決算認

定資料の 2 ページをお開きください。総括表でございますが、先

ほど管理者の方からも説明がございましたが、歳入の合計につき

まして、決算額 585,691,284 円、歳出の決算額は、538,447,911

円となっておりまして、歳入歳出差引残額 47,243,373 円でござ

います。3 ページの方に歳入の目別の一覧表がございます。４ペ

ージの方には、歳出につきまして、款別の予算現額と決算額の比

較を載せております。5 ページの方が、決算統計による性質別歳

出でございまして、地方公共団体の統一ルールによって分類した

ものでございます。24年度と比較いたしまして、25年度は、人件

費の方ですね、一番上の表ですけども、三角の印、マイナスとい

うことですが、8,230,000 円減少しております。これは、職員 1

名の退職によるものでございます。逆に、物件費・維持補修費に

つきましては、きれいセンターの補修費の関係で増加していると

ころでございます。 

以上で、決算認定資料の方、説明を終わりまして、決算書の方

を少し、ご説明させていただければと思います。決算書の方、8

ページ、9 ページの方でございます。歳入歳出決算事項別明細書

ということで、8ページ、9ページに歳入の内訳等、記載してござ

います。1 款の分担金及び負担金でございますが、当初予算額

399,715,000円 に対しまして 収入済額は、399,707,000円でご

ざいます。内訳の方、備考欄にございますけれども、安芸高田市

さんの通常経費負担金が 248,538,000円、 北広島町さん分が、

136,157,000 円、交付税、起債償還に係るものでございますが、

それにつきまして、15,012,000円の収入済額となっております。 

以降、2款の方、使用料及び手数料ということでございまして、

ごみ処理手数料、ごみ袋やきれいセンターへの持ち込みについて

の収入でございます。それから、3款、財産収入、４款、繰越金、

それから次のページにまいりまして、10ページ・11ページでござ

いますが、5 款の諸収入、アルミ缶や新聞・雑誌などの収入でご

ざいます。内訳等、ご覧のとおりでございます。 

次のページ 12・13ページは、歳出の方の事項別明細になります。



 

事  項 発 言 者 発  言  の  要  旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1項の議会の議会費といたしまして、支出済額は、215,813円でご

ざいます。内訳は、備考欄のとおりでございます。続きまして、

２款の総務費ですが、管理者・副管理者の給料、それから、事務

局職員４名の給料、共済費等でございます。続きまして 14・15ペ

ージでございますが、上段の方にですね、25節 積立金というの

がございます。財政調整基金への積立金でございまして、25年度

は、24,056,903円を基金の方に積立しております。 

それから、3 款の方が衛生費でございまして、きれいセンター

関係の費用となっております。3 款の 2 節から 4 節が、給料・手

当等の人件費部分でございます。センターの職員 8 名分のもので

ございます。11節、需用費でございまして、内訳の方が右側の下

の欄にございますけれども、機械を運転するための電気料、ごみ

焼却開始時のバーナーで使用する重油代などの光熱費、それから

薬品の費用、設備や車両の整備費・修繕費、計量伝票の印刷費、

指定ごみ袋の購入費などでございます。 

次のページ 16・17ページでございますが、上から 12節になり

ます。役務費、振込手数料や建物の保険、自動車の保険料、それ

からダイオキシン類測定などの費用でございます。 

13節 委託料でございますが、ご覧のとおり、きれいセンター

での収集運搬や施設内作業に係る委託費用、それから、ごみ焼却

炉、夜間時はですね、民間会社に運転業務を委託しております、

その委託料、それから焼却灰ですとかびんくず、そういったもの

をリサイクルをするための費用でございます。他に施設内の管理

や清掃に伴う委託料、ごみ袋販売店への販売委託料などでござい

ます。14節は、きれいセンター用地の借地料他でございます。 

続きまして、次のページ 18・19 ページでございます。23 節が

償還金、利子及び割引料ですけれども、23節の方ですね、償還金、

利子・割引料として、17,519円というのがございます。これは、

ごみ指定袋の販売店がですね、やめられたりして、ごみ袋を返却

した際の返還金でございます。予備費から、16,519円、こちらの

方に充当しております。 

続きまして 中段以降が、公債費となっておりまして、きれい

センターのストックヤード施設建設に係る起債の償還金でござい

ます。平成 28年度までこの起債の償還がございます。 

5款の方、予備費でございまして、当初予算額 3,000,000円に対

しまして、16,519円を衛生費に充当させていただいておる状況で
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ございます。以上、歳入歳出の説明を終わりますけれども、22ペ

ージから、財産に関する調書がございます。22ページが、土地、

建物、物権、23ページの方が、物品の増減と現在高を記載させて

いただいております。24ページでございますが、25年度決算年度

末の財政調整基金の現在高でございます。24ページの方の一番下

の表の最後でございますが、197,998,000 円が現在高となってお

ります。以上で、決算書の説明を終わらせていただきます。 

最後に行政報告の方も、ちょっとご説明させていただきます。 

行政報告でございますが、１ページの方に総論というのがござい

ます。下の方に表とグラフがございますけれども、平成 19年度に

ごみ処理基本計画の目標を立てまして、ごみの減量化に取り組ん

でおりますけれども、最近の状況は、といいますとですね、１ペ

ージ目の下の、ちょうど、白色の棒グラフがごみの総量でござい

まして、その上に数字が書いてございます。25年度のところ、12,180

ｔと過去最大の量になってきている状況です。目標を立てた 19年

度の前年度が過去最大の 12,118ｔであったわけですけれども、昨

年度は、それを越えてしまったという状況になっております。次

のページ、2 ページ目に、中段に、目標 2 としてリサイクルの促

進という所にグラフがございますが、リサイクル率 34％というこ

との目標に対しまして、25年度は、28.6％という状況です。計画

数値には、達しておりませんけれども、こちらの方は、順調に増

加はしている状況です。 

  もう一つ、最後の目標の 3として、最終処分量の削減というの

がございます。隣のグラフでございますけれども、25 年度は 35

ｔの埋立処分量で、増加しているわけですけれども、平成 19年度

当時の 300ｔに比べますと約 10分の 1まで減量できている、とい

う状況になってきております。それから、右のページ、3 ページ

でございますけれども、図 4が平成 24年度から実施しております、

小型家電の資源化の量です。25 年度は、47.98ｔの回収及び資源

化を行っております。それから、下の表の方に棒グラフがござい

ますが、毎月第１日曜日にきれいセンターを開場いたしまして、

ごみの受け入れを行っているわけですが、その利用者数のグラフ

が図の 5 になっております。利用者数は、年々増加しておりまし

て、25年度は 1日平均で約 203人の方が御利用されています。た

だ、平日にいつも利用されている方の御利用もありまして、同じ

方の複数回の御利用ではなく、たくさんの方の御利用が望ましい
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と思いますので、広報の方も市町さんを通じて強化していきたい

と思っております。 

4ページから決算状況の説明となっております。4ページ・5ペ

ージの方にですね、決算状況の方の説明、先ほどの決算書の説明

と重複いたしますが、歳入の方が前年度に比べて減少し、歳出が

増加している状況でございます。 

5ページの上の段は、市町負担金の推移のグラフがございます。

5 ページの上段のグラフでございますが、23 年度から起債償還費

の減額もありまして、負担金もかなり減額できたわけでございま

すけれども、補修費の増加に伴いまして、微増している状況です。

なるべく平準化できるように計画的な補修と基金への積立を実施

していきたいと思っております。 

 6 ページの方、次のページ開けていただいて、資源化売却代と

いうことで、比較表を載せております。24 年度と 25 年度、それ

ぞれアルミプレス、これアルミ缶を潰したものでございますけれ

ども、そういったものの単価の比較、数量の比較を載せておりま

す。市町さんの集団回収の増加に伴いまして、あるいはですね、

店舗での回収量というのもございまして、昨年度と比較しますと

約 2,787,000円収入の方、減額となっております。  

歳出の方ですけれども、６ページの下の表のとおりでございま

す。7 ページは、決算統計による性質別歳出でございまして、先

ほどの決算認定資料に載せていたものでございます。次のページ、

8ページ・9ページにまいりまして、議会・監査会の開催状況です。 

10ページが職員の状況です。平成 25年度から 1名減の 12人、事

務局が 4 名、きれいセンター8 名となっております。11 ページに

許可の状況を載せております。収集運搬業それから処分業です。 

12ページの方に、ごみ処理実績といたしまして、安芸高田市さ

ん、北広島町さん別の 25 年度のごみの搬入量をまとめたもので

ございます。その左側の表の一番下でございますけれども、安芸

高田市さんが 7,807ｔ、年間のごみ処理量が 7,807ｔ、昨年度と

比べますと 1.02%増加している、という状況です。北広島町さん

の場合は、4,373ｔということで、前年度対比 1.18％の増加とい

うことになっております。 

次、13ページには、年間ごみ焼却量の推移の表を載せておりま

す。施設の老朽化により、ごみの焼却能力というのは、低下して

いる状況でございますけれども、焼却時間の延長と布団や木くず
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等を焼却せずにリサイクルするということで何とか対応している

状況でございます。 

 それから、14・15ページが、市町別のごみ処理量です。14ペー

ジの一番下の左側の図なんですけれども、燃えるごみ、ほとんど

燃えるごみが量的には、多いんですけれども、そのごみの種別で

すね、家庭ごみの収集である、あるいは、業者さんの収集である

とか、内訳にしたのが、一番下の左側の折れ線グラフなんですけ

れども、14ページの方が、安芸高田市さんの燃えるごみです。白

塗りの三角というのが、業者の収集となっておりますけれども、

事業系のごみですね、スーパーや小売店のごみ等を収集する業者

さんのごみが、増加傾向にある、という状況です。北広島町さん

の場合、15ページの下の左側になりますけれども、家庭の収集、

それから業者さんの収集が微増になっている状況でございます。 

それから、16ページの方、年間一人あたりのごみ排出量につき

まして、まとめたものでございます。一番下の表を見ていただけ

ればわかるんですけれども、広島県内は、県平均でみますと、だ

んだんごみの排出量というのは、減少しているわけでございます

けれども、組合の排出量というのは、少しずつ増加している、と

いう状況にございます。 

それから、18ページの方、お開きいただきますと、ごみ処理に

係る経費でございます。18ページの一番下の方にですね、1袋当

たりの経費と負担額について、まとめたものがございます。例え

ば、燃えるごみですと、1袋 65円で住民の方は、購入されますけ

れども、そのうちかかる経費というのは、148 円かかっておりま

して、実質市町さんの負担額というのは、83円ということになっ

ております。燃えないごみ、粗大ごみの方、ご覧のとおりでござ

います。 

右側の上の段に折れ線グラフと棒グラフがございますけれども、

ごみ処理の経費につきまして、その推移をグラフ化したものでご

ざいます。何年かに 1 度、装置全体の取替というのが必要になっ

てきますので、その場合には、補修費が増額しておる状況でござ

います。 

  それから、20ページの方、資源化状況の一覧でございます。21

ページには、資源化量と資源化率の推移のグラフがございます。

資源化率は、ここ数年、横ばい状況でございます。25年度から、

古着を有価物として売却する試みを始めたところです。年度末の
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試験的だったんですけれども、古着、左側の 20ページの対価を得

て行うものの、中段にございますけれども、2.43ｔということで、

売却益 6,475円となっております。これまで、ｔあたり 20,000円

の処理費用がかかっていましたので、26年度は、数量ももっと増

やして、資源化費用の低減に努めたいと思っております。 

22・23ページは、リサイクルのフロー図の説明でございます。 

それから、次のページ、24ページ・25ページに環境への影響に

ついての各種検査結果を載せております。環境基準の数値、ダイ

オキシン類の数値は基準よりはるかに低い値となっておりまして、

施設は老朽化しているとは言えますが、施設の性能には問題はな

い状況でございます。 

26ページには、職員の資格取得状況一覧を、27ページには、き

れいセンターの見学者の状況と推移を載せております。小学校 4

年生の皆さんは、必ず見学に来られるということで、見学につい

ても魅力あるものにしていかなければと思っております。また、

地域の方にもぜひお越しいただければと思っております。 

28ページ以降は、参考資料を掲載させていただいております。

28ページの下の下段にですね、人口及び世帯数の表がございます。

人口は、年々減少してきているわけでございますが、ごみの量は

増加しているという状況です。世帯数につきましては、それほど

変化がない、北広島町さんの場合は、逆に増加しているという状

況もございます。世帯単位でのごみというのがあまり変わらない

ということがあるのかなぁ、ということも考えられます。 

以上、年度の事業報告ということで、行政報告書を説明させて

いただきました。 

以上で、議案の説明を終わります。ありがとうございました。 

これで、提案理由の説明を終わります。 

この際ここで、監査委員の監査報告を行います。木原監査委員。 

それでは平成 25年度決算審査について、ご報告申し上げます。 

定例会提出議案の 3ページでございます。決算審査につきまして、

地方自治法第 233条第 2項の規定に基づき、審査に付された平成

25年度の決算審査を執行したので、その結果を意見を付して報告 

します。ということで、4ページ以降に意見書を付けております。

それでは、内容を少し読み上げまして、御報告いたします。 

審査の対象、平成 25年度芸北広域環境施設組合一般会計歳入歳

出決算。審査期日、平成 26年 11月 14日。審査の場所、北広島町
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役場 4階理事者控室。審査の方法、審査に付された平成 25年度一

般会計歳入歳出決算書及び証書類その他政令で定める書類につい

て、あらかじめ提出を求めた資料、関係職員からの説明聴取を行

うとともに、関係帳簿、証書類を照合し、計数の正確性、事務執

行の適法性及び財政状況も含めて審査しました。審査の主眼とし

まして、予算及び事務事業の執行が計画的、効率的に行われてい

るか、収入の確保が適正に行われているか、支出は経済的、効果

的に行われているか、違法、不当な会計処理がなされていないか、

契約、検収事務が適正に行われているかなどを主眼に置いて審査

を実施いたしました。審査の結果でございますが、一般会計歳入

歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に

関する調書等については、関係法令に準拠して作成され、また、

計数は関係帳簿及び証書類と符合し正確であり、予算の執行につ

いても概ね適正であると認めました。審査結果の概要及び意見は、

次のとおりである、ということで、７番 決算の概要及び意見を次

ページ以降に示しておりますけれども、概要につきましては、先

ほど御説明がありましたとおりでございます。 

5 ページ以降に内容を入れておりますけれども、この中で増減

のある部分につきましては、監査で聴取しました理由や原因を付

しております。この中で、特に異常性は、認められませんでした。 

最後 9 ページの方ですけれど、意見を付しております。ちょっ

と、長々と書いておりますけれども、4 つの要点を記載させてい

ただいております。まず第 1 点は、今回、補修費が少しずつ上が

ってきているわけですけれども、今後、漸増するということは、

理解できると思います。これをどうするのか、ということについ

て議論を始めていただきたい、ということを記しております。ま

た、何らかの方法を検討されているのでありましたら、その中間

報告、そういったものも必要ではないか、ということでございま

す。 

第 2 点目は、ごみの量の多寡を検討し、より合理的な収集方法

を常に考えておくべきではないだろうか、ということでございま

す。地域やスーパー等で回収が進めば、それだけ収集車の回数が

減らせる、ということで、そういった地域等によっての量の多寡

を勘案して、フレキシブルな収集体制・回数等を検討する、とい

うことも必要ではないか、ということだと思います。 

また、第 3 点は、市町で行っておられます啓蒙活動をより強化
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していくということであります。組合単独で出来ることは、限り

があります。例えば、施設見学の説明を外部委託するとか、そう

いったことをされておりますけれども、それで見学者に効果があ

った、ということも聞いておりますので、そういったことも含め

て、外部委託とか、そういったことも含めて検討するべきではな

いか、ということを考えております。 

第 4点、これは、一番下のまとめでもありますけれども、現在、

安芸高田市では、「自助・共助・公助」という思想を持って、また、

北広島町では、「民間活力の導入」という事を進められていると聞

いております。そういうことによって、効率的な運営を図ってお

られるわけですけれども、当組合におきましても費用対効果を念

頭におかれまして、燃焼エネルギーの活用や市民町民にしくみや

問題や課題等を理解してもらって、ごみを押し付ける施設ではな

く、生活に必要な施設である、そういったことを認識してもらう

ことが必要ではないか、と考えております。 

以上、申し上げたようなことを意見として記載しております。

どうぞよろしくお願いいたします。 

これをもって、監査報告を終わります。 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

議長。 

はい。５番、中田議員。 

５番中田です。さっき事務局の方からいろいろと報告がありま

した。行政報告の中でもかなり詳細にわたって分析をされ、報告

をされております。大変な資料作成についてはご尽力があったも

のだと思っております。その中でごみの減量作戦について計画目

標数値を掲げながら努力されていると思うわけですが、やはりご

みは減っていない、事業系ごみは。そのことについてお伺いする

わけですが、どういうふうに具体的に組合の中で協議をされてい

るのか、組合の方で実施されている事業、各市町の中で実施され

ている事業、かなりいろいろあろうと思うのですが、やはりそこ

のところをどういうふうに平準化していくのか。各自治体ですか

ら、自治体での取り組みに差があっても良いわけなんですが、や

はりそこのところはどう取り組まれているのかが問題になってい

ると。どういうふうに組合の方では分析されているのか。その中

でひとつみてみますと日曜開場にしても安芸高田市さんのごみの

搬入量が多い。これはこれで良いわけですけども、多い方がね。
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やはり本町、北広島町は若干少ないと。それと資料集にもありま

したようにきれいセンターの施設の見学受け入れ、小学校４年生

ではこうした見学があるということでありますが、安芸高田市さ

んの小学校の見学は非常に多い。本町、北広島町の場合は非常に

少ない、まだ来てない学校もあるというのがある。これは町の取

り組みの姿勢、そして町民の意識の変化、そこに差があると思う

わけですが、そこをどういうふうに処理していくのか、先ほど監

査委員の報告にもありましたように啓蒙活動をどうするのかとい

うところに通じてくると思うわけです。そこのところをきちんと

していないとやはり意識の差というのが歴然とここに出てくるよ

うに思うわけであります。こうした取り組みの状況、これをきち

っと明確に示して推進することによって、ごみの減量化を図って

いくということができると思うわけであります。その点について

どういうふうに組合の方、そして各市町の状況、考え方をお聞か

せください。 

答弁を求めます。事務局。 

失礼します。議員さんがおっしゃるようにですね、目標を掲げ

ながら一時期ごみが減少してきたんですけどもまた増加している

という状況が起こっております。組合の方でも分析いたしまして、

行政報告のさきほどの 14ページ、15ページになるんですけども

結局店舗、お店から出るごみが安芸高田市さんの方は増えている

という状況がございまして、これにつきましては本年度安芸高田

市さんの環境生活課さんと一緒にですね、吉田町にあります大型

店舗の方へヒアリングへ行きましたり、あるいはごみをひとつず

つ調べてですね、今ちょうどそういったごみの減量計画のアクシ

ョンプランをコンサルタントと一緒に練り上げているところなん

ですけれども。そういった活動をしながらですね、ごみの減量化、

どういった目標が必要かということを今やっているところでござ

います。 

安芸高田市さんの方はですね、今年度、特に燃えるごみの重量

が多い原因として生ごみということに着目されまして、生ごみの

ひとしぼり運動ということで、生ごみの水分を減らすという取り

組みをされていらっしゃいます。 

また、北広島町さんの方におかれましては、集団回収の補助金、

これも最近、安芸高田市さんはかなり前からしておられたんです

が、北広島町さん、2年前くらいから取り組みをされておりまし
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て、1キログラム当たり 7円の回収助成金ということでかなりの

効果が出てきている状況でございます。 

こうした取り組みにつきましても安芸高田市さん、それから北

広島町さんの担当課長さん、担当者、そして組合の担当者を交え

まして年間４、５回協議をしながらですね、どういう対策が良い

か、というのを連携を密にしながら、今進めている状況でござい

ます。 

日曜開場の例ですとか、見学につきましてはですね、それぞれ

市町さんにおいて差がある部分があるんですけれども、そうした

連絡会を通してですね、市町さんのノウハウを共有できて、それ

からそれぞれ市町さんにおいて、その地域の実情に応じた取り組

みも必要になってくると思いますので、そういったところも協議

しないといけないなと思っております。また見学につきましても

ですね、専門の業者、民間の環境団体に委託するという方法もご

ざいます。先ほど監査委員さんからのご指摘があったところでご

ざいますけれども、そういった取り組みも今後検討していきたい

と思っております。以上でございます。 

管理者。 

北広島町という立場での回答をさせていただきたいというふう

に思うわけですが、啓蒙活動、こういったのも非常に重要だとい

うふうに考えておりまして、これまで以上に一歩踏み込んだ啓蒙

なり、対策等をとっていきたいというふうに考えておるところで

あります。 

続いて副管理者。 

はい、安芸高田市でございますけども、最初はですね、ごみの

資源化をやりました。これは、お金をなんぼかあげるから、とい

うんじゃないと、住民意識が低いんで。ある程度の効果は出た、

というふうに思います。それから担当課長がここに来ております

が、「つまみ食い」じゃ、といつも言っているわけです。ごみの中

から金になるのだけを取ってきて。ただ、本当言ったら、全体の

ごみを減らさないといけないので、去年から取り組むように指示

しているところでございます。そうは言っても市民の意識が非常

に薄い、ごみに対しての。もっともっと深めていかなくてはいけ

ないと思う。それで、熟度の高いところをモデルケースとして、

今とりあげております。要は、どういうことかといったら、分別

を極限にやってみたら、ごみが減るようになるんですよね。だか
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ら今、きれいセンターで分別がいくらか、14分類を 20分類にし

たら、うんと減ります。誰がやるか、というたら、市民とか協力

員。そこの市民の方々が快く協力してくれるか、どうかという仕

組みづくりが我々行政の仕事だと思うんですね。それに尽きると

思いますので、今後、そういったところをしっかりやっていきた

いと。安芸高田市、残念ながら市民の熟度が違いますので。熟度

の高いところからやろうということで、今、試みております。全

体で、ぽっとやっても効果が出ないと思うんで、模範的にやって

ですね、そこをまねてもらうような格好にしないといけない。ま

あ、その熟度の高いところが、そういうことを実施したら、ちゃ

んとご褒美を与えてもいいんじゃないかと思っておりますけど。

まあ、こういうような取り組みもしていきたいし、今、申し訳な

いんですけど、モデル的にやっているということで。全体でやろ

うと思ったら、まだまだ安芸高田市、田舎でございますので、熟

度が足りないということでございます。ごみいうたら、畑に埋め

ればいいんじゃ、という感覚でおるわけですから、全然、都会と

意識が違います。そこは、ご了承いただきたいと思います。 

はい、5番、中田議員。 

今、市町の状況、組合の状況を聞かせていただきまして、やは

り啓蒙活動、意識の差、やはりコマーシャル、宣伝をどうしてい

くか、広報をどうしていくかということに大きな問題があろうと

思います。じゃあどういったコマーシャルを広報されているのか、

ごみに対して意識、そこの部分ですね、私たちがこうした中で本

組合に手助けいただいて、資料とかがわかるわけですが、こうし

た詳細な資料って市民には伝わりにくいわけです。全部伝えると

いうのは困難です。しかしごみの処理費がどれだけかかるのかと

いうことをですね、18ページのデータに出てるんですよ。ここら

あたりにも。経費、負担額、受益者負担は燃えるごみについては

1袋 65円ですよ。しかし市町は負担する額は 83円です。あなた

方が出されるごみについては、袋代とは別に市町は 83円出してま

すよ、ということがもっともっと浸透すればごみに対する意識も

かわるんじゃなかろうかと思うわけです。それがどういうふうに

市町の住民の方に行き届いているかどうか、ここが大きな問題じ

ゃなかろうかと思うんです。そういったこと、ひとつひとつをや

ることによって、ごみが減っていく。いっぺんにこれをやったら

減るということはないと思うんですよね。本町の場合も千代田地
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域の中心地の中、あるいは芸北地域、豊平、大朝、千代田の中で

も辺ぴな方ではごみはまだ畑に埋めときゃ良いと。この辺では、

畑は少ないですから、安芸高田市だってそうですよ。吉田町の中

心地の方で畑はないから、やはりごみは出さなければならない。

離れた辺地部については、やはり埋めるとか肥料にするとかコン

ポストとかそういった方向もありうる。いろいろな地域によって

取り組みが違う。ごみの量がどうやって減らすのかということに

ついて、やはり根本的な意識を変えていく。ひとつひとつの小さ

な取り組みを重ねていく。ひと絞り運動だってそうでしょう。や

はりそのことがイメージであることによって、ごみに対する意識

が違う。昔テレビで見たことがあるんですが、ガレージにスイカ

の皮が干してある。何をするんだろうかと思ったら、水分を減ら

してごみを出すんですよ。そこまで町民と、市民の意識がくれば

ですね、かなりごみの量が減るということなんですよね。だから

それをやることによって、目標数値をクリアできる可能性は十分

にある。そういったところの細かい取り組み。おそらく 1袋あた

り 83円の市町が負担しているといった実態は、住民の方はご存じ

ないと。各市町でこうした細かい取り組みをやられているのかど

うかまずね。安芸高田市さんはやられた結果そういった意識の差

がかなり、この表の中では、安芸高田市さんの方が意識が高いと

いう感じはします。もっともっとこのことをやられるというお気

持ちはありませんか。また組合の方でもこうした取り組み、ここ

には出ている。市町と協力してどのように啓蒙活動、意識を変革

されますか。 

児玉事務局長。 

先ほどご指摘のように、組合のメディアというのはやはり限ら

れておりますので、積極的にこうした情報の提供を、広報のプラ

ン等を考えまして、市町さんのメディアを通じてそういった広報

活動というのを積極的にしていく必要というのを感じております

ので。今後そうしたところをですね、市町さんの担当者さんの方

といろいろ進めてまいりたいと考えております。以上です。 

箕野管理者。 

啓蒙活動は非常に大切だというふうに思っておりますし、ただ

いま指摘をいただいた、そのあたりの経費が実際どうかという、

こういったものも知っていただくということも必要だろうと思い

ます。 
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今、広報活動でやってはおりますけれども、町民の方にインパ

クトのある広報の仕方ということはまだまだ不十分な面もあろう

というふうに思いますので、今後工夫をしていきたいと思います

し、こういった芸北広域で、安芸高田市さんと北広島町で一緒に

良いものであれば共通して取り組んでいこうというような部分も

あってもいいと思いますので、そこらは今後協力し合いながら進

めていきたいというふうに思います。 

浜田副管理者。 

今、管理者が言われたことなんですが、全く同感でございます。

ただ、反省せにゃいけんのはですね、我々、広報活動やってはい

るんですが、ごみのリサイクルとか資源化というのは、わりかし

やっていると思うんですが、さっきから言っておるのはコスト面

とか、こういう実態はどうだというのをわかり易くする必要があ

ると思います。難しくするのは、みやすいですけれども、わかり

易くするというのは非常に努力、工夫もいるので、こういったこ

とは、心がけていきたいと思っております。 

５番、中田議員。 

今、副管理者が言われたように、あまり難しく考えないで単純

にですね、こういう情報を提供していただけたらと思います。ご

み１袋あたりあんたの負担金の袋代は 65円ですよ。市町は 83円

出してるんですよ、とここに一目瞭然、簡単。じゃあ、どういう

ふうにそのことを。回覧板で回ってくる、回覧板なんか見やぁせ

んですよ。どういったメディアを使ってやっていくのか、という

ことをよくよく研究していただきたい。そのことによって意識を

どう、統制していくのか。このことがやはりごみの量を減らす、

ごみに対する考え方を減らす。そして粗大ごみにしてもそう。そ

して必要のないものは買わない。そういった運動を展開できるん

ではなかろうかと思います。 

 それともう 1点ですね、お願いしたいのは。お願いというより

も監査資料の中にもありましたし、施設がかなり老朽化してきて

おると。そうした中で、やはりまだ同じような建物を作るように

考えておられるのか。5年 10年先のスパンでの話ですから、まだ

1年 2年では、すぐということにはならんと思います。しかし、5

年、10年先、我々がいるかいないかわかりませんけども、ごみに

対する考え方、これは安芸高田市さんの方も北広島町もそうだと

思うんですが、産業廃棄物、特に汚泥、こうしたもの、リサイク
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ル、生ごみ、資源ごみ。こういったものに対して今の施設ではな

かなか対応できないと思われるわけなんです。だからこれを今の

ような状況の中で、安芸高田市さんと北広島町のこの二つの市町

だけで対応できるものかとなるとなかなか難しい問題がある。も

っともっと広域的スタンスでものを考えて、広島県で１か所とか

2か所とかそういうスタンスのものを考えて、徹底したリサイク

ルできる施設を作っていくべきではなかろうかと思っております。

私の考えはそうです。やはりいろんな資源というものは日本には

ありませんから、海外からほとんど持ってくるわけです。入るう

ちはいい。それを全部ごみで捨てて処分してしまうと資源はなく

なる。確かに再資源化することでコストは高くつくかしりません

けども、資源は確保できる。入ってこなくなったらどうなるかと

考えていくとですね、コストが少々高くついても長期スタンスの

中でそういった施設を検討していくべきではなかろうかと思いま

すが。これは事務局にお伺いしますが、県からそういった指導と

か考え方とかいったような協議はございませんか。それと同時に

管理者の方の御意見もお伺いします。 

 答弁をお願いします。児玉事務局長。 

 広域化につきましてはですね、平成 10年、9年ですか、以前ダ

イオキシンの問題があった時にですね、広域ブロックというのが

県内で策定されまして、それぞれ広島地域、福山地域という形で

ブロック別の収集処理をしましょう、という県の案から出されて

いた時もございます。ただし、今そのブロックで動いているのは

東広島市さん、竹原市さんという広島中央環境衛生組合さんのブ

ロックだけでございます。確かにおっしゃるようにですね、この

北広島町、安芸高田市さんだけでは、大きな大規模な、コストメ

リットを出そうと思えばもっと広域にしないといけない。ただし、

収集運搬の費用もかかるということで、いろいろな総合的な面か

ら検討しなければいけないという状況です。県の担当者の方から

ですね、そういった、ちょうど今三次市さん、庄原市さんも施設

が老朽化している状況で、うちと同じような状況でございます。

ですので、ちょっとそういったあたりを協議する場を設けてみよ

うかな、というような、これはまだ担当者の個人的な考えの面で

はありますけれども、そういった打診を受けてはおります。今後

そうした取り組みができるのであれば、そういった方向も十分考

えていかなければいけないなと思っております。以上です。 
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 続いて箕野管理者。 

 この芸北広域の施設の改修につきましては、今、将来にわたっ

てどういうふうにしたらいいかというのを、検討をしている最中

でありまして、これともかかわってくる話であるというふうに思

っております。先ほどもありましたけども、生ごみ、汚泥等、メ

タンガス等を発生させてやっていくというようなものもあります。

まだまだ費用的にはかなり高額なものがいるということでありま

すけれども、これらの技術も日進月歩いろいろ進んでおりますの

で、その辺も合わせて検討していかなければならないと思います

し、こういった問題についても合わせて協議をしていく必要があ

ろうというふうには考えております。 

 ほかに質疑はありませんか。はい、４番、藤井議員。 

 中田議員とだぶるところがあるかもわかりませんが、ご了承願

います。技術を簡単に提案させていただきたいと思います。これ

からはですね、ごみを焼く、全て焼く、埋め立てるという時代か

らですね、リサイクル、エネルギーとして活用しないといけない

時代である、そのために将来の施設の問題、先ほど同僚議員が言

いましたように、市民の意識を変える、分別すれば資源である、

混ぜればごみであるということを、そこらの点を市と安芸高田市

と北広島町で、あるいはきれいセンターで連携して、やっていた

だきたいと思います。 

 二つ目はですね、御存知のように、安芸高田市さんに続いて北

広島町も集団回収をやりだしたと。非常に成果を上げておるとい

うことです。それともうひとつ日曜のごみの収集をやっておる、

これも良いことです。ただ、このごみの集団回収とそれから日曜

がですね、これが本当に効率的にいっておるんじゃろうか、どう

じゃろうか。これだけのことをやるんならですね、職員も減らし

てもいいんじゃないか。効率的な面、あるいは予算の面でですね、

反映させる努力が必要なんじゃないかと思う。日曜祭日どんどん

やった方がいいのか、日曜の祭日手当を出さないといけないし、

というようなことを考えたときに良いのか悪いのか。そこらも考

えて処理費のマイナスに結び付くような施策を三者で考えてもら

いたい。 

もうひとつは、先ほども、前からの問題があるんですけど、生

ごみの問題。ここらへんがですね、燃えるごみと一緒にして週に

２回収集しておるんですね。あれは生ごみがあるから週に 2回の
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回収じゃないんですか。それを 1回にするような努力も必要なん

じゃないかと。安芸高田市さんはですね、生ごみのひと絞り運動

いうんでですね、減らして燃やす量を減らす、生ごみをひと絞り

することによって年間なんぼうの予算の減額になるんじゃ、とい

うこともやっておるわけです。生ごみの問題は、これはほかの燃

やすものと一緒にするんじゃなしに、生ごみだけの袋を作るとか

してですね、それを週に 2回収集しよるのを 1回にするようなこ

とを考える必要があるんじゃないか、というふうに思います。生

ごみを今のとおり燃やすものと一緒に出さずに、生ごみだけを袋

に変える方法も検討できるんじゃないだろうか、というようなこ

とを私は思うとるわけです。まあ簡単に、お答えいただきたいと

思います。 

事務局長。 

まず最初に、市民の意識を変えるということで安芸高田市さん、

北広島町さんと連携してということでございます。先ほどもあり

ましたけれども、広報あるいはいろいろな取り組み、常にですね

市町さんと情報を共有しながら、協議しながら進めてまいりたい

と思っております。 

それから二つ目の集団回収、日曜開場につきましての費用対効

果の面のご質問がございました。確かに集団回収を行っていまし

てですね、すごく盛んな地域、例えば安芸高田市さんの向原町で

すとですね、月に 2回、新聞雑誌の収集があるんですけれども、1

日ずっと回って 60キロとか 100キロとかっていうレベルです。で

すので、以前、本当昔は収集車、パッカー車、ダンプで回ってい

たんですが、今は軽トラックで回っている、というような状況で

す。ですので、そういったことを、もっと効率化ということを考

えますと、確かに月に 2回の収集を月に 1回にする、あるいは地

域によっては収集形態を変える、ということも今後検討する必要

があるのではないかと思います。 

それから日曜開場につきましてもですね、大体この日曜開場を

するにあたっては試行期間を設けて、かなり費用対効果について

も、かなり計算いたしました。大体 1日当たり 10万円くらい費用

が発生するんですけれども、それに対しまして住民の皆さんの効

果ですとか、年末年始の受け入れ業務、そういった軽減効果とか

も合わせますと、効果の方は約 20万円くらいの効果があったとい

う、当時の試算がございまして、そうした中で日曜開場、費用対
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効果も含めて月に 1回ということでさせていただいております。 

最後に生ごみにつきまして、確かに今、生ごみにつきまして、

今技術革新がとても進んでいる状況です。生ごみだけを分別して

ですね、発電にする町、たくさん出てきました。それから一方、

今の可燃ごみ、燃えるごみ、プラスチックごみ、紙ごみ、生ごみ

を混ぜたものからですね、生ごみだけを分別して取り出してそれ

をまた発電等に使うという新しい技術もでてきております。確か

に生ごみ、約 4割を占めると言われております、燃えるごみの中

の。ですので、そうしたところの技術、研究しながら今後進めて

いきたいと考えております。以上です。 

４番、藤井議員。 

 ぜひとも、安芸高田市さんと再々言うように連携してですね。

もうひとつ言わせてもらうなら、去年向原の安芸高田市の環境ま

つりに見学に行かせていただきました。非常にいいことじゃない

かと思いました。更にはもうひとつ、安芸高田市さんに見習うべ

きことはですね、生ごみの処理機の補助の問題と、これも費用の

問題を考えにゃあいけんという問題もありますが。ひとつええこ

とを、情報を交換しながら、この三者で交換しながらもう少し努

力していただくことを期待して、私の質問を終わります。 

 箕野管理者。 

 先ほども少し申しましたけれども、良いことは共有化して一緒

に取り組んでいくというような方向で進めさせていただきたいと

いうふうに思っております。 

 ほかに質疑はありませんか。 

７番、石飛議員。 

燃えるごみの中で、分別になるんですかね、最近はやりのおし

めですね、使い捨てのおしめ。介護とかで使われますが、量とい

うものは把握はされているのかどうかということです。年々増え

ているのか、それと燃えるごみの中の分ける量によって、大分違

うと思います。その辺を検出されているのかどうか。 

それと資源化状況ですね、ごみの資源化を素晴らしく推進され

ている。県、国、全国で 5.9%の率に対して、当組合は 16.9%と凄

い貢献度の高い、環境にやさしい組合ということが良くわかるわ

けです。ですが、処理経費で見てみると 1,500万円の収入を得る

ために 6,700万円の経費を使っているわけですね。ただ、全国的

にそこまでお金を投資して、収入を得ているという、その辺の全
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国的な対比表みたいなものがあればですね、もっとわかり易いの

ではないか、こう思いました。どうしても資源化ということは推

進しないといけないんでしょうけど、これは社会構造とか企業の

関係で電化製品とかは、お金をなんぼか取るとかという形があり

ますよね。そういったもの、車にしてもそうですよね。また、そ

ういったものの資源に対してですね、国に積極的に負担を求める

ような、措置を求める提案とかですね、組合としてされてはいい

んじゃないかと。もっともっと環境にやさしい組合であるという

ことをＰＲすべきではないかと思いますね。 

あと最後にもう 1点なんですが、全体的に電気代が 3,000万円

くらいかかってますよね、使用料が。監査委員さんの意見書の中

にある、本当に施設も老朽化していて、今後の計画をどがぁにす

るんかという方向の中で、大きな問題があると思いますが、電気

代が 3,000万かかっているのであればですね、本当にスマートな

街づくりとか、こちらに書かれている利便施設というものを目標

値にするのであれば、最近はやりの燃やしながら電気を得る、そ

ういったものも検討していかなくちゃいけない、状況下にあるの

ではないかというところも非常に心配なので。もう既に検討され

てあれば、最後の意見で述べていらっしゃるように議論に突入し

ていかないといけない時代じゃあないかと思いますので、そのあ

たりいかがでしょうか。以上 3点。 

事務局、児玉事務局長。 

お答えします。まず、おしめの量について把握しているかどう

かというところでございますけれども、実は、今ちょうど、ごみ

の分別調査をしておりまして、先日も家庭ごみの収集の中で、お

しめの量がどれくらいあるかというのを今、サンプル的にですけ

れども、400キロくらいのサンプルの中でおしめがどれぐらいあ

るかというのを調査しているところでございます。そうした結果

もまた来年度にはですね、お示しできるんじゃないかと思います。

業者さんの方も、老人ホームとかですね、大量に出るというのも

結構ございます。そうした老人ホームの調査というのも、今後必

要になってくると思います。ご指摘のように、確かにおしめにつ

いて、燃えるごみの中で今後増えてくると思われるので、そのあ

たりの把握というものも、今、している状況です。 

それから資源化についてですけれども、確かにご指摘のように

ですね、市町さんによったら、リサイクルするより燃やした方が
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コストが安いので燃やしているという市町さんもあるかもしれま

せん。うちの場合ですね、焼却コストというのが大体、先ほど 18

ページのところにもあるんですけれども、大体トン当たり 29,000

円、3万円くらいかかっております。ですので、その 3万円より

も安いコストで資源化できるのであれば費用メリットは十分ある

ということで進めております。なおかつですね、うちの場合、ご

みの焼却量がもう目一杯ですので、新しい施設を建設する、その

コストを考えるとなれば、それを踏まえるともっと、それを考慮

すれば資源化した方が、委託の方がメリットがあるっていう部分

もございます。実際布団とか資源化しているのは、トン当たり処

理費が 2万円ですので、燃やすよりは安い状況になっております。

今おっしゃったことも十分考えなければいけない点ではあります。 

それからリサイクルにつきましてですね、確かにおっしゃるよ

うに小型家電リサイクル法ですとか家電リサイクル法のように作

った業者さんが処分するのが当たり前という考えがございます。

ですので、最近いろいろな団体がですね、作った人が回収すべき

ということも考えておられます。それにつきましては国の方にで

すね、都道府県の会議がございます。環境省が主催する都道府県

の会議で、県の担当者の方からそうした要望を出していただくよ

うに、市町の会議の時に県の担当者の方にお願いをしているよう

な状況がございます。 

それから今後の計画なんですけれども、補修につきまして今、

ちょうど 3年計画でその計画プランを立てようとしております。

昨年度ハード、ハード面ですね、施設の状況を見ていただきまし

た。この施設は何年もつのか、新しい施設、あるいは改修するの

にどれくらいかかるのかという状況を去年させてもらいました。

そして今年ソフト、ごみの量がどれくらいあるのか、分別の仕組

みはどうしたら良いのかっていうソフト面を今回、今年やってお

ります、26年度。それから集大成で 27年度にそうしたことを踏

まえた減量化の計画、施設の改修計画というのを来年度に総まと

めということで今、状況を進めているところでございます。その

あたりの中間的な報告も、今後議会の中でご説明させていただけ

たらと思います。以上です。 

ここで、11時 30分まで休憩といたします。 

＜休憩中＞ 

それでは休憩を閉じて再開いたします。 



 

事  項 発 言 者 発  言  の  要  旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

６番議員 

議 長 

６番議員 

 

 

議 長 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

６番議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほかに質疑はありませんか。 

議長。 

６番、加計雅章君。 

中田議員の汚泥に関することが、この広域では扱いの分野では

ないんだけれど、中田さんの質問にあったから、これの事務局の

考え方・状況について。 

児玉事務局長。 

そうですね、下水汚泥につきましては、液状の廃棄物というこ

とで、組合の管理している区分以外ではあるんですけれども、た

だ最近は生ごみと下水汚泥、農集排の汚泥ですとか、し尿、そう

いったものを含めてですね、処理する施設ができております。で

すので、これも安芸高田市さん、北広島町さんとお話ししながら

ですね、そういった連携の中で、そういった広域的な施設をです

ね、作った方が良いということになればそういったことも組合の

方も検討していかないといけないかなと思っております。以上で

す。 

 ６番、加計議員。 

 ちょっと関連で。さっき事務局の方から説明があったように、

要するにコストと入る量ですよね、まあ汚泥にかかわらず、全て

が。ごみの問題はバランスにあると思うんです。そのへんの量と

して、芸北広域の範囲内でのその収支バランス、その辺を考えて

いくという事務局からの今の説明で、これも最も一番大事なとこ

ろだと思うんだけど。だから汚泥に関してもね、その汚泥が何と

連動するかというたら、もしごみの分別収集がスムーズにいくよ

うであれば、この汚泥とごみの収集の中から出てくる、例えばプ

ラであるとか、プラ系のものを一緒に混ぜ合わせて、ペレット状

にして、それを燃料に、例えば安芸高田市さんも温水プールを持

っておられる、それから温泉施設がある。そういうところへそう

いうペレットで、非常に効率が良くなるという計算がね、できる

ような、かなりの投下資本をしても、ある程度回収できると。そ

れこそ地域創生じゃないけど。予算がまた、国の方から計画でき

ると思うので。問題は量なんですよ。この芸北管内の汚泥とそう

いうプラ系のものとかを分別収集しても、コスト的に合うか合わ

ないかというのを調べる必要がある。これが合えば、絶対将来的

に良いということになれば、是非進めるべきだと、計画として。

で、さっきの話じゃないけど我々もこの組合でおしめの、あれ見
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に行きましたよね。それどうもね、おしめを加工して新しいパル

プになるとか、分別収集で非常に良いことだけど、とどのつまり、

その会社がその機械を売りたがっておるというような形なんで。

内容は、機械を売ってもうける特許的なことであって、実際それ

をやるとね難しい。広島市内の汚泥は、ものすごい量ですよね。

あれ専用で焼却していますよ。焼却が一番やっぱり安くついて、

CO2の排出が少ないということでね。一概に全部変えればという

形ではないけれど。そのへんをこの芸北広域でぜひとも考えても

らってね、長期展望の中で時間も十分あって、運営が技術的に安

いという道を探っていけば、それこそいい施設組合になるんじゃ

ないかと思いますので。是非ともそちらの方の研究も事務方で、

児玉さん特に熱心で非常に詳しいんでね、是非ともその辺の研究

をお願いします。 

で我々は、一方ではそういうことの研究経過を聞きながら、資

金の問題であるとか、そういう計画をね、少しずつ進めていけれ

ば、管理者の方とも。ぜひとも管理者にお願いできれば。 

 管理者に答弁を求めますか。 

管理者も副管理者も。いや、お願いですから、いいですよ。も

し、ありましたら。 

箕野管理者。 

 今、おっしゃっていただきましたが、本当に新しい技術もどん

どん入ってきていますので、常にそういったものは調査研究して

ですね、この広域で取り組むべき事項がでれば、積極的に取り組

んでいきたいというふうに思っております。よろしくお願いしま

す。 

 他に質疑はありませんか。 

 【「なし」と言う者あり】 

 はい、質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終結いたし

ます。 

 これより討論に入ります。まず原案に対する反対討論の発言を

許します。反対討論ありますか。 

 【「なし」と言う者あり】 

次に原案に対する賛成討論の発言を許します。ありますか。 

【「なし」と言う者あり】 

討論がないようで、ございますので、これをもって討論を終結

いたします。 
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これより、議案第５号「平成25年度芸北広域環境施設組合歳入

歳出決算認定について」を起立により採決します。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 【賛成者起立】 

はい、起立全員であります。よって本案は原案のとおり可決さ

れました。 

ここで暫時休憩といたします。 

＜休憩中＞ 

 休憩を閉じて再開いたします。 

以上で本定例会に付議された事件の審議はすべて終了いたしま

した。 

これをもって「平成26年第2回芸北広域環境施設組合議会定例会」

を閉会いたします。 

御苦労様でございました。 

 


